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親子で学ぶ                                                       　　　第４９号
特殊構文⑤ー名詞表現（続）


　前号では英語と日本語の相違という、大変なテーマの導入をしました。今回はその点を発展させ、注意しなければならない表現等について検討して行きたいと思います。すでに中学で学習したにもかかわらず、高校英語になると直訳ではまずい部分がたくさん登場してきます。今回はそれらに焦点を当ててゆきます。



PART Ⅰ（名詞を見たら文を考えよう）
(1)名詞を修飾する不定詞
 (a) some books to read  （読むための数冊の本）
　この不定詞は形容詞的用法です。前号では文の形を「名詞」の固まりにする作業を行いましたが、今度はその逆の作業を考えてみましょう。つまり「名詞を見たら動詞形や形容詞形を考えよ」（派生語も覚える必要があるのはこのためです）ということなのです。いきなり文を作るのは難しい作業です。でも動詞は分かります。この例では不定詞の部分が「動詞」になります。
　「主語（不明）＋ read ＋ 目的語（some books）」「誰かが本を読む」という文が見えてきませんか？
 (b) [His decision to retire] surprised all of us. 
　（直訳：引退するという彼の決定は私たちを驚かせた。）
  この文の[    ]内の部分を考えてみましょう。decision[ﾃﾞｨｽｲｼﾞｮﾝ] は「決定」という名詞です。動詞は decide (決定する)。「主語」と考えられるのは, He です。太字の部分はHe decidedと考えられます。retire[ﾘﾀｲｧ]は「辞める」の意味。[    ]の部分は次のような文として理解します。 [He decided to retire.]　（彼は辞める決心をした）。
　この「文」を元にして訳をすると次のようになります。
　●「彼が引退するということを聞いて私たちは全員驚いた」
  では問題です。次の英文の太字の部分を「文」として理解してみましょう。
 (c) What is required[ﾘｸﾜｲｱﾄﾞ] is your ability to do the work.
（必要とされていること）
  参考までに ability の形容詞形は able です。able と聞いて思い出さなければならないのが、be able to です。もう分かってきたのではありませんか？そうです。次のようになります。→ You are able to do the work. （君はその仕事ができる・仕事をする能力がある）英文全体を理解すると、「必要とされていることは、あなたがその仕事をする
ことが出来るかということなのです」。
(2)[名詞１ of 名詞2]の解釈
 Of を見ると中学生のうちは、「～の」となります。英語を学習し始めですからそれでも構わないと思います。しかし中学を卒業し、高校英語になってくるとそれだけでは困ってしまいます。ここでは「of」を「～の」と訳さないための理解をもっていただきましょう。
次の４種類を理解する必要があります。
①主格関係のof：（of の右側の名詞を「主語」のようにとらえる）
　the coming of spring 　そのまま訳すと「春の到来」になります。しかし「文」として訳す工夫が必要です。
        これを『「春がくる」こと』と訳すようにしましょう。
②目的格関係のof：（of の右側の名詞を「目的語」のようにとらえる）
　the destruction[ﾃﾞｨｽﾄﾗｸｼｮﾝ] of the city  そのまま訳すと「街の破壊」になります。これを「文」として訳すと『「街を破壊する」こと』と訳します。
③同格関係のof：（of の左側の名詞の具体例が、of の右側の部分になっている）
　the news of his sudden death  そのまま訳すと「彼の突然の死の知らせ」となりますが、これを『「彼が突然死んだ」という知らせ』と訳します。news の具体的な内容が his sudden deathです。このような関係を「同格」といいます。his sudden deathの理解は大丈夫ですよね。前号でご紹介しています。he died suddenly （彼は突然亡くなった）ということでした。　
      参考：同格に使われる名詞１としては、思考(thought), 考え(idea), 計画(idea) 
　　　　　　 などが主に使われます。
④所有格関係のof
　the legs of the table  「テーブルの脚」が直訳です。もちろんこれでも結構ですが、これを『テーブルが持っている脚』と訳すとわかりやすいと思いませんか。
 参考：★①と②の区別
 　　　名詞１ の派生語として動詞形を考える。その動詞が
 　　　自動詞（目的語が不要）ならば①（主格関係の of ）
 　　　他動詞（目的語が必要）ならば②（目的格関係の of）


PART Ⅱ（教科書の理解のために）
Lesson 11 ① p.122, ll.13-14  a better understanding of life systemについて考えてみましょう。
　直訳すれば「生命の仕組みのよりよい理解」となります。
すぐ上の「参考事項」に当てはめてみましょう。understandingの動詞はunderstandです。これは他動詞。「～を理解する」という意味です。すると『目的格関係のof』ですね。
  「生命のしくみをよりよく理解すること」 （目的格関係の of ）
       ・・・ understand life system better ということです。
　注意：of　をみて、何でも「～の」と訳すだけでは中学レベルを卒業できません。ここで述べたこと　　　　を少しでも記憶の片隅に入れておいて下さい。必ず英語が見えてくるようになりますヨ。
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親子で学ぶ                                                       　　　第５０号
特殊構文⑥ー無生物主語構文


　名詞の固まりに関する議論も今回で最後になります。十分理解するにはまだまだ継続しなければなりませんが、そろそろ次の文法事項に移行する頃です。いずれまたこの名詞表現については別の機会にゆだねることにしたいと思います。
　今回は名詞表現の最大のテーマである「無生物主語構文」です。日本語にはない表現なのです。日本語に見られないと言うことは、しっかり理解する必要があります。頑張りましょう。 



PART Ⅰ（無生物主語構文）
(1)無生物主語構文
  日本語では生き物、特に人間が主語に用いられるのが普通です。英語でも同じような表現はあるのですが、英語独特の表現として、生き物ではない物、つまり「無生物」の語が主語に用いられることがよくあります。意味はともかくとして、まず無生物主語の具体的な例文をご紹介いたしましょう。太字が無生物主語です。
 (a) Rain prevented us from going on a hike.
     （雨のために私たちはハイキングに行けなかった）
 (b) This picture reminds me of my dead brother.
     （この写真を見ると亡くなった兄のことを思いまします）
 (c) This medicine will make you feel better.
     （この薬を飲めば気分が良くなりますよ）
 (d) This road will lead you to the station.
（この道を行けば駅に行けます）
 (e) Airplanes enable us to arrive in Paris in a day.
     （飛行機のおかげで私たちはパリに１日で行くことができます）
(2)無生物主語構文の訳し方
　日本語は生物を主語とする言語です。上記５つの英文には、斜体字の語が全て人間です。そしてそれらは英文の中では目的語として使われています（他動詞の後に書いてある代名
詞ですから）。そのことをふまえると、
無生物主語構文の訳し方
 無生物主語 ・・・>副詞的に訳す（時、条件、原因・理由、譲歩、手段）
 動詞 ・・・・・・>適当に訳す
 目的語（人間）・・>主語


  具体例で検討してみましょう。
 (a) Rain prevented us from going on a hike.
[image: image3.bmp][image: image4.bmp][image: image5.bmp] 無生物主語    rain-------->雨　　　＞　雨のために、雨が原因で
  動詞         prevented--->妨げた　＞  出来なかった
 目的語（人間）us---------->私たち　＞  私たちは、私たちが


  ●大切なことは無生物主語を「主語」に訳さないことです。日本語にはない表現なのですから、そのまま日本語に移し替えても理解しづらいのです。まず第一にやるべきことは目的語（これはほとんど人間になっています）を無理矢理でも主語に訳してしまうこと。つまり、日本語の助詞（が、は）をつけてしまいます。そこから出発するのです。
　この場合、無生物主語は「原因・理由」を表しますので、次のような英文と同等と考えられます。
 (a)' We couldn't go on a hike because of rain.（人間を主語にした英文です）
  もう一例考えてみましょう。
 (b)This picture reminds me of my dead brother. 
　無生物主語    this picture　　 この写真     --->　この写真を見ると
  動詞　　　　　reminds[ﾘﾏｲﾝｽﾞ] 思い出させる --->　思い出す
  目的語（人間）me             私           --->  私は、私が
この場合、無生物主語は「時」を表すと考えられます。次の英文と同じ意味です。
 (b)' When I see this picture, I remember my dead brother.
(3)無生物主語構文でよく用いられる動詞
　英文法の教材に詳しい分類が掲載されています。今回はそちらを参考にしていただきたいと思います。来年度以降具体的に授業中で解説できる時があります。また入試問題等も扱えると思います。詳細は来年度の英語教室までお待ち下さい。
PART Ⅱ（教科書の理解のために）
教科書122ページ､13-14行目。部分的には何度も登場している箇所です。
 This has already led to a better understanding of life system.
この場合、主語のThis は、This discovery （この発見）ということです。この英文を次のように言い換えて考えてみます。
 →This discovery has already led us to a better understanding of life system.
　無生物主語（This discovery[この発見]）  ②この発見によって            
  動詞（lead:導く）            　　　　　 ③～に達する、～に通じる
  目的語（us:私たち）                     ①私たちは、私たちが
  ●なお、「 lead 人 ＋ to ＋ ～」の形で「人を～に導く」が基本的な意味です。
　まとめると次のように訳せるでしょう。
　→この発見によって私たち（一般的な人々）は生命の仕組みをよりよく理解することに　　通じている。
  →・・・・をよりよく理解している。でもOK。
●この場合の「無生物主語」は『手段』を表す、と理解することになります。大切なこと　は直訳を避けることなのです。
 紙上：カルチャースクール


         　　  （高校編）
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